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 核内受容体 PPARαは脂質代謝を制御し、活性化により血中トリグリセリド（TG）量を低

下し HDL コレステロール量を上昇する。そのため、PPARα活性化剤は脂質異常症治療薬と

して用いられており、また非アルコール性脂肪性肝炎（NASH）治療薬への応用も期待され

ている。 

 我々は独自に構築した PPARαリガンドスクリーニング系を用いて、化合物ライブラリー

から新たな活性化化合物を見出すことに成功した。本化合物は既存のリガンドよりも低用

量で高脂血症モデルラットの血中 TG 値を低下した。 

 このように、新たな治療薬開発を目指して研究を行っている。 

 

 


